
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 研究主題 

（１）研究主題 

 学校・家庭・地域・市が連携し、一人残らずすべての児童生徒に学力を保

証する施策の実現 

―久喜市本気・本樹の学力向上プロジェクト― 

（２）研究主題設定の理由 

 我が国を取り巻く社会の状況を鑑みたとき、明るい未来を切り拓いてい

くためには、児童生徒の学力向上は喫緊の課題である。一方で、学校が負う

期待と責務は年々増加し、教育に対する課題を確実に解決していくには非

常に厳しい状況である。また、少子超高齢社会を迎え、人口減少及び労働人

口減少が進んでいく中で、未来を担う子どもたちは我が国の宝である。一

人残らずすべての児童生徒に学力を保証することは、公教育の責務である。

しかしながら、本市においては、埼玉県学力・学習状況調査や全国学力・学

習状況調査を一つの指標としてみたときに、全体的には伸びが見られるも

のの、個に目を向ければ、学力を保証できているとは言い難い現状がある。

また、さらなる伸びを目指す取組を提供する必要もある。これらのことか

ら、市内全児童生徒の「学力の現在地」を追跡しながら、学校を支援するだ

けでなく、教育委員会が主体となり、学校・家庭・地域・市が連携した学力

向上策を展開することが有効であろうと考え、本研究主題を設定した。 

２ 研究の実践 

（１）久喜市本気・本樹の学力向上プロジェクト 

 ４つの施策を関連付けてパッケージし、学校・家庭・地域・市が連携して

学力向上に取り組むプロジェクトである。 

【資料１－１ グランドデザイン】  【資料１－２ 施策イメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校・家庭・地域・市が連携し、 

一人残らずすべての児童生徒に学力を保証する施策の実現 

― 久喜市本気・本樹の学力向上プロジェクト ― 
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ア プロジェクトを構成する４つの施策 

①児童生徒の学力の現在地の把握 

    →久喜市ステップアップテスト（ＫＳＴ）毎月実施 

②主体的・対話的で深い学びを実現する授業改善 

    →久喜市学力向上推進研究委員会、学校訪問、校内研修支援   

③自ら学ぶ家庭学習の推進 

    →久喜市版「家庭学習の手引き」、ＫＳＴと連動した個別の復習シート 

  ④個に寄り添う補習学習の推進 

    →地域人材が講師となる無料の学習塾「くき本樹塾」 

 

イ ４つの施策の中心となる「久喜市ステップアップテスト」 

  ① 調査の目的 

・児童生徒の「学力の現在地」を継続的に把握する。 

・教職員に毎月全国学力・学習状況調査及び埼玉県学力・学習状況調査の

問題に触れる機会を提供し、授業改善に役立てる。 

・各学級の「学力の現在地」及び「学力の伸び」を把握し、上位３学級を

紹介することで、教職員の意欲喚起を図るとともに、優れた取組を紹介

することで学級の取組改善に役立てる。 

   ・一人一人の正答状況に合わせた補習問題を家庭及び「くき本樹塾」に提

供することで、個に応じた学習支援を家庭・地域で行えるようにする。 

② 調査の対象 

   ・小学 4 年生～中学３年生 

③ 実施の方法 

・平成３０年度は５・６・７・９・１０・１１・１２・１～２月の全８回 

・小学校は国語と算数、中学校は国語と数学と英語 

・各教科９問１５分で実施 

・最終１問の記述式問題のみ学校で採点（全国学調のＢ問中心に出題） 

   ・返却される個票には、学力の現在地、これまでの学力の現在地の推移、

個人・学級・参加校の正答状況と学力の伸び、個の課題に合わせた補習

問題コードを記載【資料２ 返却される個票】 

   ・得点率分野・学力の伸び分野第３位までの学級を紹介 

 

【資料２－１ ＫＳＴ結果個票（表）】 【資料２－１ ＫＳＴ結果個票（裏）】 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 



 ウ 授業改善に向けて 

 ① 久喜市学力向上推進研究委員会      【資料３ 単元構想シート】 

    市が委嘱した１５名の教員による研究 

委員会を設置し、単元構想シートによる 

授業計画と実践、検証を行っている。 

 ② ＫＳＴの活用 

    ＫＳＴの問題は、コバトン問題集と全国 

学力・学習状況調査の問題を中心に作成し 

ている。コバトン問題集自体が全国学力・ 

学習状況調査の問題に埼玉県学力・学習状 

況調査の問題の難易度表示を添付したもの 

であるから、つまりＫＳＴは、育むべき力 

を毎月各校教員に示していることになる。 

このＫＳＴの問題を各校の教員が１問採点 

する機会を提供することで、どのような資 

質・能力を育む必要があるのかを自ずと把 

握でき、授業改善に役立てることができる。 

また、ＫＳＴは、一人一人の学力の伸びが把握できる埼玉県学力・学習

状況調査の仕組みを取り入れているため、その結果を分析、検証すること

で、各学校、各学級、各児童生徒の課題を明らかにし、より実態に即した

授業を企画することができる。 

さらに、このテストを教育委員会で取りまとめていることから、各学校

の学力の実態をより正確に捉えることができ、実態に合わせた学校訪問や

校内研修の支援ができる。 

 エ 家庭学習の充実に向けて 

 ① 久喜市版「家庭学習の手引き」の提供 

    発達段階別に作成した久喜市版「家庭学習の手引き」を各学校へデー

タで提供することで、各学校の実態に合わせて改変を加えながら配布で

きるようにしている。また、ＫＳＴサイトの紹介や活用方法についても

記載し、家庭学習との連携を促進している。 

       【資料４ 久喜市版「家庭学習の手引き」（抜粋）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ② ＫＳＴの結果個票の提供    

    ＫＳＴの結果を受けて、学力の現在地、これまでの学力の現在地の推

移、個人・学級・参加校の正答状況と学力の伸び、個の課題に合わせた補

習問題コードを記載した個票を各家庭に配布している。この個票にはＱ

Ｒコードが添付されており、ｗｅｂ上のＫＳＴサイトから自動で編集さ

れた各児童生徒に合わせた復習問題がダウンロードできるようにしてい

る。  

【資料５ ＫＳＴサイト】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 オ 地域人材が講師となる無料の学習塾「くき本樹塾」 

    市が委嘱した地域人材を講師とする毎週１回２時間の無料放課後学習

塾「くき本樹塾」を全中学校に設置した。この「くき本樹塾」にＫＳＴの

補習問題コード一覧を提供することで、家庭での補習に加えて地域でも

個に応じた学習支援ができるようにしている。 

          【資料６ くき本樹塾 活動の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 研究の成果と課題 

（１）成果 

埼玉県学力・学習状況調査結果及び全国学力・学習状況調査結果から、学

力を伸ばした児童生徒の割合、平均学力レベルが向上しただけでなく、無回

答率の減少、記述式問題の正答率の向上が見られ、市全体の学力が向上して

いることは明らかである。これらは、学校・家庭・地域の努力の賜物である

が、市の取組もその一助となっていると確信している。 

（２）課題 

  ＫＳＴサイトのアクセス数が伸びないことと、担当が変わっても継続で
きる仕組みにパッケージすることが課題である。これらの課題解決のため
に、ＫＳＴサイトのバージョンアップとアプリケーション化を現在進めて
いる。 


